
          プレスリリース報告 

東北大・ＮＥＣ・国際航業、大規模地震発生時の 

津波浸水被害をリアルタイムに予測する実証事業を推進 
 
 
平成 26 年 8 月 1日、以下の内容でプレスリリースをいたしましたのでご報告いたします。 

 
[概要] 

東北大学災害科学国際研究所、東北大学大学院理学研究科、東北大学サイバーサイエンスセン

ター、日本電気株式会社、国際航業株式会社は共同で、総務省「G 空間シティ構築事業」の一プ

ロジェクトである「G空間情報(注 1)と耐災害性 ICT を活用した津波減災力強化―リアルタイム津

波浸水･被害予測･災害情報配信による自治体の減災力強化の実証事業」に参加し、大規模地震発

生時の津波による浸水被害を高精度かつ迅速に予測する技術の実証に取り組みます。 

本実証では、大規模地震発生時の地震情報や GNSS(注 2)測位技術を活用した地殻変動データか

ら、ＮＥＣの最新スーパーコンピュータ「SX-ACE」(注 3)を用いて、東北大学と国際航業が開発

した「津波浸水･被害予測シミュレーションプログラム」を高速に実行することによって、津波に

よる浸水被害の予測を地震発生から約 20 分以内といったリアルタイムで行うことを可能にしま

す。 

なお、スーパーコンピュータを用いてリアルタイムに津波浸水被害予測を行う実証実験は、世

界で初めての取り組みとなります。スーパーコンピュータの活用により、大規模地震発生時の迅

速かつ高精度な広域被害把握と地方自治体の災害対応の強化に貢献します。 

 

（注 1）位置情報、または位置情報とそれに関連づけられた情報のこと。 

GPS（全地球測位システム）等による位置情報の測定、GIS（地理情報システム）による

G空間情報の管理・利活用など、G空間情報と ICT を組み合わせて利活用することで、

位置や地図に関する様々なサービス、システムが実現される。 

（注 2）Global Navigation Satellite Systems 

（注 3）マルチコア型ベクトル CPU を搭載し、世界一のコア性能と世界一のコアメモリ帯域を実

現した新しいベクトル型スーパーコンピュータ。一般に多数のプロセッサ利用を必要と

するスカラ型並列コンピュータと比較して、少ないプロセッサ数でも、複雑な科学技術

計算において高い性能が得られ、並列プログラミングの負担も軽減されるという特徴が

ある。 

 

[内容] 

本実証事業は、総務省が公募する「G 空間シティ構築事業」に基づくプロジェクトの一つ

に位置づけられます。東北大学災害科学国際研究所 越村俊一教授を責任者として、複数の自

治体･大学･民間事業者が参加し、津波による浸水･被害予測･災害情報配信について、地震発

生時のデータ取得からユーザーへの情報提供まで、幅広い実証を行います。 

このプロジェクトにおいて、災害科学国際研究所、大学院理学研究科、サイバーサイエン

スセンター、ＮＥＣ、国際航業は共同で、「津波到達前の浸水・被害の推定」の実証領域を担
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当します。サイバーサイエンスセンターで運用しているスーパーコンピュータを用いて、大

規模地震発生時の津波浸水被害予測シミュレーションを実行することで、高精度かつ高速な

浸水被害予測を行います。 

サイバーサイエンスセンターは現在、ＮＥＣ製スーパーコンピュータ「SX-9」を運用して

いますが、本年度 1 月よりＮＥＣ製スーパーコンピュータ「SX-ACE」の運用を開始する予定

です。 

 

１．実証事業の概要 

津波による浸水被害の高速かつ高精度な予測を可能にします。 

本実証では、東北大学と国際航業が開発した「津波浸水・被害予測シミュレーションプ

ログラム」をサイバーサイエンスセンターとＮＥＣで高速化と並列化を行い、これを、

実プログラムを高速に実行できるＮＥＣ製「SX-ACE」に搭載して浸水被害予測を行いま

す。従来は十数時間かかっていた10mという詳細な格子サイズでのシミュレーションを、

サイバーサイエンスセンターのスーパーコンピュータ(「SX-ACE」)を利用することで、

陸域における精緻な浸水被害予測を地震発生から 20 分以内に行うことを可能にします。 

 

2．各分担・役割について 

・ 東北大学災害科学国際研究所 越村俊一教授 

本実証事業の実施責任者であり、本実証全体の計画・事業推進を行います。また、津波

浸水・被害予測シミュレーションに基づく被害予測手法の開発者として、陸域における

精緻な浸水･遡上予測および被害の量的な予測を行います。 

 

・ 東北大学災害科学国際研究所 日野亮太教授 

・ 東北大学大学院理学研究科 地震・噴火予知研究観測センター 太田雄策准教授 

地震によって沖合で励起された津波の高さ分布(津波波源モデル）を、津波浸水･被害予測

シミュレーションの初期条件として提供するために必要となる震源断層モデルの即時推

定(地震発生後 10 分以内)を行います。震源断層モデルの即時推定には、気象庁が公表す

る震源情報に加え、国  土交通省国土地理院と共同開発を進めてきたリアルタイム GNSS

観測データによる地殻変動検知技術等を駆使します。 

 

・ 東北大学サイバーサイエンスセンター 小林広明センター長・教授 

東北大学の「津波浸水･被害予測シミュレーションプログラム」の高速化と大規模並列化

をＮＥＣと共同で行います。また、通常時は全国共同利用計算機として運用しているスー

パーコンピュータシステム(「SX-ACE」）を、津波発生時には、津波シミュレーション専用

運用に迅速に切り替え、シミュレーションを実行します。 
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・ ＮＥＣ 

サイバーサイエンスセンターと共同で、ＮＥＣ製「SX-ACE」を利用した「津波浸水・被害

予測シミュレーションプログラム」の高速化と大規模並列化を行います。また、津波発生

時に、スーパーコンピュータシステムを津波浸水･被害予測シミュレーション専用運用に

迅速に切り替える仕組みの開発を行います。 

 

・ 国際航業 

波源から陸域までの高精度な津波遡上プログラムを、越村教授と共同で、高速化･並列化

に配慮した改良を行います。また、より精緻な津波遡上･被害予測を行うため、地形モデ

ルおよび被害推定システムの開発を行います。 

今回の実証事業の推進を通じて、大規模地震津波災害発生時における災害情報の効果的な

把握および発信と、ICT の活用方策について、産学官で連携して実証を行い、地域の災害

に対するリスク対応能力･危機管理能力の向上に貢献して行きます。 

 

 

菅沼教授らの研究グループが、KDDI 研究所等と共同で、 

ビッグデータに関する国際連携プロジェクト研究を開始  
 

 

 本センターの菅沼教授、阿部准教授は、KDDI 研究所、国際航業、日立ソリューションズ東日本、

ヨーロッパの IT 企業・大学等と共同で、総務省戦略的情報通信研究開発推進事業(国際連携型)

として採択された「プライバシーに配慮した情報提供を可能にする高度知識集約プラットフォー

ムの研究開発(iKaaS)」を開始しました。 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin03_02000108.html 

 

 

TDK(株)が東北大学サイバーサイエンスセンター大規模科学計算 

システム(NEC SX-9)を活用してハードディスクの容量を 2 倍以上 

にできる基幹部品を開発 

 

 

TDK(株)は記憶容量を現行の 2 倍以上にできるハードディスク駆動装置(HDD)の基幹部品で

ある「磁気ヘッド」を開発しました。この磁気ヘッドは熱を使って面積当たりの記憶容量を

高めるもので、小型の 2.5 インチサイズの HDD で 6 テラ～8 テラ(テラは 1 兆)バイトの記憶

が可能になります。データセンターの記憶装置や家庭用レコーダーなどでの利用を見込み、

スマートフォンやクラウドサービスの世界的な普及によるデータ量の爆発的な増加への有効

な対応策となります。この磁気ヘッドについては、当センターのスーパーコンピュータ SX-9

におけるシミュレーションが開発の一助となっています。 
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